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2009 年 11 月 夏期日本語教育講師募集 開始 
 12 月 受講生募集 開始 
2010 年  2 月 講師依頼 開始 
  3 月 受講生願書締切 受講生選考 開始 
   教養学部事務 G との授業ヘルパーに関する打合せ（1 回目） 
 4 月 学生助手及び文化プログラム助手 募集・選考 
   受講生への合格通知 発送 
 5 月 各コースのセクション数及び講師の担当コース（仮）を決定 
   会話ボランティア募集 開始 
   講師への担当コース連絡、使用教科書及び該当する通常
   コースのシラバス送付 
   総合学習センターとの打合せ 
 6 月 図書館との打合せ 
   教養学部事務 G との打合せ （2 回目） 
   ホストファミリー説明会（於：アラムナイハウス） 
   学生助手及び授業ヘルパー図書館オリエンテーション 
   プレースメントテスト 準備（JLP とともに） 
 7 月 講師室及び教材作成室 設営（三成工業、学生助手、授業 
   ヘルパー、ILC の担当スタッフによる） 
プレースメントテスト受験室 設営 
学生助手への CALL オリエンテーション 
 
ｂ．夏期日本語教育期間中のスケジュール 
2010 年 7 月 2 日（金） 午前 ヘッド会議 
   午後 講師全体会 
 36 日（土） 午後 講師作業可能日 （於：本館講師室） 
 5 日（月） プレースメントテスト 実施 
   図書館オリエンテーション（第１回、第２回） 
   歓迎会 （於：大学仮設食堂） 
   歓迎会終了後 図書館オリエンテーション（第 3 回） 
   キャンパス・ツアー 
   プレースメントテスト レベル判定会議（SCJ ディレク 
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   ター、教務主任） 
   担当コースの受講生の把握（各コースの教員スタッフ） 
 6 日（火） プレースメントテスト結果 発表 
   授業開始 
   凡人社教科書 販売（於：本館 2 階中央ラウンジ） 
 7 日（水） 講師全体会（以後毎週水曜日） 
 9 日（金） コース変更最終日 
 16 日（金） 講師懇親会（於：アラムナイハウス） 
 8 月 13 日（金） コース最終日 
   歓送会（於：ICU 高校食堂） 
 
ｃ．夏期日本語教育後のスケジュール 
2010 年 8 月 19 日（木） 受講生に修了証 発送 
 末日 コース報告書提出 締切 
 10 月 20 日（水） 2010 年度夏期日本語教育 報告会 
 28 日（木） 2010 年度夏期日本語教育 反省会 




2010 年度夏期日本語教育は全期間 6 週間、1 コマ 70 分の授業を 1 日 3 コマ週 5 日間、
プレースメントテスト、中間及び最終テストを含め 90 コマ行った。 
 
ｂ．コース担当講師と学生数 
レベル セクション 責任講師 講師 学生数 
Ｃ1 （初級１） A 貴志佳子 渡部萌子 12 
 B 川口真理子 井本美穂 8（ロータリー生のみ）
Ｃ2 （初級２）  小島祐子 小野由美子 16 
Ｃ3 （初級３） A 佐々木真実 和泉貴志 10 
 B 田中望美 石山 治 11 
Ｃ4 （中級１）  萩原章子 神谷美由紀 12 
Ｃ5 （中級２） A 成 永淑 山川 史 8 
 B  
大村麻文 
ドーソン静香 10 
Ｃ6 （中級３）  中田かおり 藤本恭子 10 
Ｃ7 （上級）  ベーケン眞佐子増田恭子  7 
7 コース  20 名  104 名 
 今夏は通常学期の「特別日本語」に該当する C8 にプレースされた受講者はいなかった
が、C7 は受講生 7 名のうち 2 名が継承系の学生であった。この点を考慮し、上級のコー
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ス内容に継承系の要素も多少入れる事にした。そのため、C8 の責任講師として準備して



















れる。そのため、今夏から SCJ 受講時に大学生になっていない場合には、SCJ への応募を












 今夏はラボ助手は設けず、学生助手 3 名及び授業ヘルパー1 日 3 名、計 6 名が毎日勤
務、学生助手は基本的に毎日（8：30-16：30）、授業ヘルパーは計 12 名がシフトを組
み、1 日（8：00-16：00）3 名という勤務体制と組んだ。授業ヘルパーの SCJ 参加は初
めての試みであった。今後の SJC へのより効果的な関わり方を模索したい。 
























毎朝 8：30 までに PC２台を立ち上げておき、必要に応じ講師はだれでも１限開始前に使
用できるようにした。 
d．図書館 
 学生の多くがグローバルハウス、欅寮に宿泊し、宿泊施設に IT 使用可能な環境が整っ
ていたためか、午後図書館のコンピュータを使用する学生が極めて少なかった。学生助手
１名が毎日午後 1:00-4:00 までコンピュータ使用のサポートのために図書館に待機したが、
殆ど必要がなかった。今後この状況が続くのであれば、学生助手が午後図書館に待機しな
いことを検討してもよい。 
e．言語生活 
 SCJ は学内宿泊施設・プログラムが行われている教室等が外部から孤立し、また夏期休
暇時ということもあり日本人学生も学内に不在である。そのため、日本語が日本人によっ
て実際使用されている場に触れる機会が少なくなりがちである。受講生が日本に来て日本
語を学ぶ意義が十分に見いだせるよう一層の工夫をしたい。 
